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ネ
フ
^
代
化
は
長
子
相
續
制
度
に
へ
す
系
限4
に
於
て
»
べ
ら
れ
舉
公
止
む
ビ
き
は
#
び
皞 

ょ
.つ
' た
の
が
今
や
遺
言
k

ょ
っ
て
之
を
處
#

す
る」

を
皇
帝
^
返
却
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

』
V」

あ
る
。
是
を
莊
園
e 

が
出
來
る
や
ぅ
に
な
っ
た

w

云
、ふ
の
で
本
#
の
七
十
七
曄
ぶ
の
は
甚
し
：

く

失
當
：で
あ
.る
、
例
へ
ば
商
：十
t
l
M
k 

頁

に『

領
地
ば
鈐
の
1:
;
*地

<
0
1
:
5
&
3

に

外

な

ら

な『

も
ば

や

在
ま
の
莊
園
制
度
の
本
質
たる

一
時
的
1
 

.い』

ビ
見
え
，て
居
る
。
ク
リ
ュ
チ

H

フ
ス
キ
ィ
の

『

露
な
る
も
の
が
全
く
消
滅
し
た
の

.

.で
あ
る』

で
云
へ
る
が 

.

國
：史1

の
英
_
第

，一

卷
：ー.ー
评
四
十
：ー
頁
に
は1
の
こ
ヒ
：_

如
き
一
讀
し
て
不
快-に
'感
ず
な
が
®

U
職
田
刺
度
の
：本

..婼

十

五

卷a

五
四
九)

;:
:
，
刊
紹
介 

第
十1

號ー彐七



第

十

五

卷(

•一
 
五
'5
5
;〇)

噺
列
紹
介

質
t
改
た
な
ら
之
を
避
く
•る
こ
ヒ
が
出
來
や
ぅ
。
殊
に 

日
本
で
は
最
初
帝
室
の
權
カ
が
能
く
行
は
れ
て
居
っ
た 

の
.で
先
づ
職
田
制
度
を
採
用
し
'
の̂
.に
露
*
で
は
後
に
，
 

帝
權
が
確
立
し
れ
の
で
莊
園
制
度
が
職
田
制
度
^
先
っ 

て
行
は
れ
て
居
づ
た
の
で
あ
る
ビ
考
へ
て
見
た
な
ら
ば 

一
層
比
較
硏
究
が
興
味
多
き
も

の
に
な
る
で
あ
；ら
ぅ
。： 

.

そ
は
»
に
角
今
日
は『
画
洋
事
情』

を
以
で
滿
足
す
可 

き
時
代
で
は
無S

。

露
國
の
革
命
を
殊
に
.經
濟
史
上
か 

ら
理
解
せ
ん
€
欲
す
^
讀
者
は
须
ら
|
<本
書
，に
就
て
學 

ぶ

可

き

：で

あ

る
o
而
も
な
ぼ
；

|

一
層
深
ぐ
研
究
せ
ん
ミ
の 

篤
志
が
あ
る
な
ら
ば
前
に
援
い
^
ク
ジ
ュ
チ
.H

フ
ス
キ 

ィ
の
英
譯
幷
に
キ
ャ
ナ
ダ
の
ト
ロ
シ
ト
大
學
の
經
濟
學 

敎
截James 

M
a
v
o
r

の

世

界

大

戰

前

に

公

^
し

た 

E
c
o
n
o
m
i
c

 

History 

of Russia 
を
—
ぐ
が
よ
い
。
^
' 

も
本
'#
の
主
要
な
參
#i

s

で
あ
る
。
な
ほ
序
に
:一
言
し 

て

骰
.(

が
文
學
士
堀
竹
雄
氏
が
昨
年
以
來

『

史
學
雜
誌』

に
寄
稿
し
て
居
る
ク
タ
ュ
チ
ェ
ノ
ス
キ
ィ
の
ロ
シ
ア
國 

史
睛
議邦

！
：

は
英
鏵
ょ
り
も
ズ
,;
;
ッ
ト
詳
し
も
の
で
あ 

る
。(

田
中
萃
一
.)

.

第
十I

號

1
H
A

■

山
ロ
正
' ^
I

純

'理

經

濟

學

の

.諸

問

題

:

山
ロ
1£
太
郞
氏
著
'『

純
理
經
濟
學
の
諸
_
題』

.を
鑛 

む
。
.收
む
る
諸
論
文
十
篇
は
著
者
が

『

一
昨
年
0
春
、

一
靜
な
洛
北
の
：學
府
、
同
志
社
大
學
法
學
部
の
敎
壇
に
立 

.つ
て
«

«
の
思
索
®
跡
で
.主
ど
し
て
獨
逸
の
純
理
：絆
濟 

學
.の
研
究
で』

ぁ
ん
> 
著
者
の
‘將
來
に
對
す
る
準
備
行 

爲
に
.他
な
ら
«;
,い
と
言
，ふ
。
吾
等
は
先
著
者
の
經
濟
學 

に
對
す
る
態
度
を
知
る
爲
^
煩
雜
を
厭
は
す
序
文
を
引 

用
す
る
。

『

純
理
經
濟
學
が
ー
科
の
獨
立
せ
る
學
問
た
る 

以
上
、
其
存
在
め
權
利
を
主
張
す
る
が
爲
に
は
之
等
の 

|

不
純
分
、子
を
排
除
し
淨
化
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
そ
れ 

一
n
は
一
を
擇
ん
で
經
濟
學
の
對
象
と
し
他
を
然
ら
す̂' 

し
て
捨
つ
る
檩
準
た
る
進
礎
槪
念̂
要
す
る
、
從
來
の 

\
閉
ざ
れ
た
る
經
濟
學
の
內
容
を
形
成
せ
る
も
の
は
旣
に 

經
濟
學
の
觀
念
.ど
し
て
論
せ
&
れ
て
ゐ
る
限
り
一
を
梂 

り

ー
.を
捨
つ
る
撰
擇
原
理
た6
.得
な
い
、
玆
に
於
て
聞 

さ
れ
た
る
經
濟
學
の
皮
殼
を
破
つ
で
吏
に
一
段
の
高
處>
 

忙
立
：て
經
濟
學
の
碁
礎
概
念
を
求
め
經
濟
學
の
他
の
科 

學
，ど
&
し
て
占
む
‘べ
.き
科
學
上
：の
地
位
を
闕
明
せ
な
け
：

れ
ば
な
ら
な
い
。
ア
ン
リ
ヽ
.
。ホK

ン
ー
ヵ
レ
.

—

が

認

識

論 

の
立
場
に
於
て
自
己
專
攻
の
數
學
物
理
學
の
價
値
を
明 

.か
に
し
れ
如
く
、
純
理
經
濟
學
の
認
識
論
的
批
剑
は
經
，
 

濟

學

衝

面

の

重

：
耍
.問
題
0:
:-
1
,
e言
は
な
け
れ
ば
な
ら 

ぬ』

ビ

へ
即
ち
厌
は
近
頃
の
.一
0
0
^
.
で

あ

る

經'«
罾 

を
哲
學
的
に
研
究
し
考
瘵
し
や
ぅ
と
す
る
ザ
人
で
あ
る 

事
を
知
り
得
る
。

.

.，
研
究
論
文
十
篇
中
卷
頭
を
飾
る
雄
篇

『

シ
ユ
タ
ム」

フ 

!

&

_物
史

観

論
,0
ニ
考
察
^
シ
；ユ
タ
フ
ィ
ン
；ガ
ー
の 

經
濟
哲
學
の
解
說』v

そ
：の
他
五
篇
は
孰
れ
本
有
名
な
る 

擧
考
の
學
說
硏
究
、

：

枇
剑
マ
又
は
解
說
で
あ
る
。
之
等 

,0
諸
篇
か
，ら
吾
等
は
"
篤
學
な
る
著
者
の
風
貌
：、
锊
學. 

€
經
濟
學
の
交
涉「

.或
は
學
說
0
:大
耍
等
を
知
り
得
る 

，が
、
：
吾
等
は
寧ろ
直
接
に
所
謂
認
！

S

論
的
批
判
の
見
地 

か
ら
,
經
濟
學
を
樹
立
せ
む
努
力
す
る
著
者
が
、
現 

代
の
經
濟
組
織
を
如
何
に«
«!
し
て
ゐ
る
か
、
酹
濟
學 

の
基
礎
槪
念
を
何
處
に
求
め

V

ゐ
る
か
を
知
り
度
い
ビ 

思
：ふ
o
甚
等
の
此
喪
求
に
應
じ
て
吳
れ
るsf
e
夂

は『

經 

濟
生
活
の
意
義』

e
題
す
る1'

篇
.で
ぁ
る
。
.著
者
は
經 

濟
學
の
基
礎
槪
念
並
^
經
濟
生
活
];
關
す
る
：諸
研
究
を.

第
十
五
^'
c
taL
s
l)

新
列
湖
介

檢
討
し
乍
ら
自
說
を
展
開
し
て
行
く
事
稍
々
_
懈
で
は 

あ
る
が
頗
る
巧
妙
で
あ
る
。
吾
々
は
出
來
る
限b
誤
り 

の
な
い
樣
R
注
意
し
て
結
論
に
近

S
部
分
を
抄
說
す 

る
。
日
く
、
世
が
進

#
し
て
貨
幣
經
濟
時
代
S
な
る
と 

i

f
家
政
が
分
離
し
て
、
餘
剩
收
益
の
出
來
る
だ
け 

多
き
を
得
ん
：̂
'し
で
、
企
業
に
熱
中
ず
る
、
こ
の
企
：寒 

に
熱
中
す
る
事
は
所
謂
營
利
で
、
資
本
主
義
の
世
で
は 

此
營
利
衢
動
が
度
を
增
て
行
ぐ
。
普
通
經
濟
學
は.此
'營 

丄
利
^
生
衰
皮
を
分
ち
南
：著
共
：に
經
濟
學
の
研
究
對
象
を 

し
て
其
硏
究
範
圍
.に
置
い
て
ゐ
る
.が
、
生
康
少 

生
産
行
爲
：は
瘕
令
所
謂
寒
濟
主
籤
に
依
て
.指
導
せ
ら
れ
一 

.
る
に
，し
て
も
其
ほ
金
く
技
術
に

—

外
な
ら
ぬ
か
ら
研
究
範 

圍
外
だ
C
思
：ふ
。：

X
消
費
は
靡
竟
受
感
事
樂
の
度
に
關 

:
す
^
心
理
問
題
で
あ
つV

之
は
實
驗
心
1

に
讓
て
、

, 

'
經
濟
學
に
於
て
論
ず
る
に
は
及
ば
な
い
の
で
あ
るP斯 

て
經
濟
翁
.の
純
對
象
物
^
な
り
得
る
も
の
は
營
利
で
あ 

る
。
經
濟
^
は
要
ず
名
に
、
資
本
主
義
の
永
續
す
る
限.

.

り
營
利
を：

意
味
す>0

本
の
で
あ
つ
て
.、
經
濟
行
爲
は
營 

利
行
爲
以
外
に
は
.な
‘い
。
從
て
經
濟
學
は
營
利
を
中
心. 

^
し
て
論
述
す
ベ
き
で
あ
る
。

『

從
來
0
經
濟
學
の
研
究
‘

'

笫-
H

鱗

一

三

九


